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「褥瘡予防のポジショニング」講師：湯脇稔先生 

研修後アンケート結果 

 

１．今日の講習会に満足しましたか 

  ①大変満足（22名） ②満足した（27名） ③あまり満足しなかった（0） ④不満足（0） 

 

２．今日の講習会の内容を日々の仕事やケアに活かせますか 

  ①大変活かせる(16名) ②活かせると思う(33名) ④あまり活かせない(1名) ④全く(0) 

 

３．今日の講習会の内容で世勝手点を教えてください。 

 今までの自分やり方が間違っていたことに気づけた。新しいやり方を知ることができた。 

 車いすへの移し方・ボードの使い方・長クッション・大尉の動か時方・実技が楽しめて学べた

と思います。 

 ポジショニングの大切さがわかりました。どの部位に圧がかかり分散させることの大切さを感

じました。バランスの必要性も考えながら利用者様へ無理のないような姿勢をしていただき、

より良い生活が（生活の質向上）できるように努力したいと思いました。大変勉強になりまし

た。ありがとうございました。 

 よっこいしょテーブル・仰臥位→側臥位の手順 ・側臥位→端座位・湯脇先生のキャラ 

 基本動作・基本知識を細かく分けて説明が聴けた。福祉用具のメリットデメリットがわかりや

すく見えた。 

 実技を見れたこと 

 体位や重心等、細かい説明でわかりやすかったです。 

 実演がよかった。 

 車いすからベッドへの移乗・ポジショニングの行い方 

 円背の方の体位変換のやり方やすべり座りの方の姿勢の調整の仕方がわかってよかったです。 

 移乗の際の体重をかけ、負担を減らし、体を回しながらする方法・明日から役に立てます。 

 モデルを使って介護者に負担が少ない方法を学ぶことができました。 

 実技がありとてもわかりやすかったです。目からうろこでした。 

 実演してわかりやすかった。 

 移乗の仕方や福祉用具の使い方を知った。 

 すべり座りの方、おしりを後ろへ下げるやり方がためになった。 

 ベッドや車いすの方の使い方・体調に因っての使い方、勉強になりました。 

 移乗の仕方 

 実際に体験できたこと 

 細かく利用者さんと介助者の負担にならないやり方がよかった。 

 無理な力を入れずに移乗する。 

 移乗時の介護者の負担(腰など)を考えた介助ができるということ 

 座位のポジション・クッションの活用方法など、良いことを聞いた。褥瘡の原因も寝ている時



だけでなく、移乗時などズボンを掴むことによっても起こるという説明も聞いてよかった。 

 座位のポジションやクッションの使用法など、再度確認し、自分たちのサポートの足りなさを

勉強できたのでよかった。ありがとうございました。移乗の仕方、大変良かった。 

 介助者の体を守るため、補助の道具（さらし） 

 補助用具を教えてもらったことがよかった。 

 移乗方法を幾通りか教えてもらってよかった。 

 なるほど！と思う内容でした。早速活かしていきたいです。 

 体重が重い方でも介助方法で無理なく介助ができるということを学べたのがよかった。 

 介助方法とその他の道具の使い方、その人に合ったクッション・マットの使い方勉強になりま

した。 

 マットレスの正しい選び方やスタンディングリフト等のことなど学ぶことができ知識がつき

ました。 

 車いす使用の方の座位の取り方についての説明など 

 座位・移乗の実技など 

 介助者の負担軽減策 

 実際に用具を見てわかりやすかったです。 

 個々の状態で対応の仕方が勉強になりました。 

 バスタオルを丸めてマットレスの中に入れる体位変換が現場で活かせる方法で良かったと思

います。 

 初めて耳にする言葉や褥瘡防止の新しい方法などいろいろためになり、とてもよかったと思い

ました。 

 移乗などわかりやすく介護に活かせると思います。 

 具体的に説明がありわかりやすかった。 

 実演を見てよかった。 

 説明がよかった。 

 教えてほしいことを、実演を交えてしてくださったこと、実際自分でやってみることができた

ことがよかった。 

 体のバランスとのことの動かし方がわかった。 

 全体的によかったです。 

 褥瘡のできる要因と予防について再認識できました。 

 ベッドから車いすへの移乗の仕方 

 車いすの座り直しの方法、ずれを直す方法がわかりやすかった。 

 実技 

 

４．今日の講習会の内容で物足りなかった点を教えてください。 

 実技の時間がもっとほしかったです。 

 足りなかったのは講習時間ですかね。まだまだ聞きたかったです。初任者研修ではもうしてい

ない組手の移乗をしているのを知り合いにも教えたいです。 

 時間(2時間は短いと感じたから) 

 なかったです。 



 研修の開始時間は早い方がよかった（18時 30分~がよい） 

 実技でもポジショニング調整(車いすでの)実技を見てみたかったです。 

 もっと実践したかった。 

 大変な時間、お疲れ様でした。 

 説明が長く、もっと質問の場が時間がほしかったです。 

 用具は高いものが多いため、もう少し安いもので介助できる方法を勉強したかった。が、今日

の研修だけでもなるほどと早速明日からやってみようと思いました。 

 充実していました。 

 とても勉強になりました。 

 とても良い介護用具がある中で、それをそろえていくのはなかなかだということ。 

 実践の時間がもっとあれば嬉しいなあと思いました。 

 

５．今後どんな研修を受けたいですか。 

 もっといろんなコツ、道具を知りたいです。 

 パットの当て方についての研修 

 オムツ交換 

 接遇マナーなど(認知症の方に対する声掛けなど) 

 新しい福祉用具を紹介してほしい 

 福祉用具の専門的な部分 

 認知症の方への声掛けや対応など 

 リスクマネジメント 

 コミュニケーションについて 介護技術について 

 コミュニケーション法 

 認知症 

 介護について何でも受けたいです。 

 もう一度じっくりと教えてほしいです。 

 レクリエーション 

 介助の仕方が自分流になってしまうので、このような研修をたまにやってもらいたい。 

 今後も褥瘡予防の研修を受けたい。 

 移乗は大変学ぶことができました。また学びたい。 

 このような研修でよい。 

 今回の延長でまだ知らないこと、やらなかったこと。 

 レクリエーションについて 

 グループホームのケアプランの立て方など 

 料理(介護食) 

 介護職の勉強を受けたいと思います(栄養面) 

 痴呆症(認知症)への具体的な受け答え、あるいは対処の仕方 


